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ちかごろ、 小さな ことにで も感 »ct る 七* 
れられ ている ような 気がします。 自 
然と ふれあったり、 音楽に 心 ゆさぶられ 
た 办、 もっと もっと® 激 ある 日々 を: WU 
に L ようではありません か。 日： 

身近な 生活に ゆたか さを 広げて! ■ 
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久しぶり |(: 、大自然のふところに 


抱 力れ てきました- 
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文明とは 何だろぅ 


西アフリカで 五 百万 人が 雄 死/ 

ニ ジエ— ルでは 人口の 三分の 一が 死亡/ 

な どと いう 話は、 実際に 現地に 行っ てみ るまでは 
どうしてち実惑としてピンと来なかった。 

ー九六八年以来旱篇のため毎年十八杆も南下し 
ている といわれる サハラ砂漠の 南側では、 百 パ| 
tz ン卜 家畜を 失っ た 村人 や 遊牧民が' 水と 食播を 
求めて 南へ 南へ と 旅を 統け '二 ジエー ルの 主 都 ニ 
ア メイの 周辺には いくつもの _ 民 キャンプ； 来 
ている。 彼等は、 破れた ヒ ツジの 皮を 張：：^ a わせ 
t 粗末な テン 卜の 下で ひしめ 皇ロいなが 6 '邇一 
回の 僅かな 赤十字の 救援物資で かろうじて 露命を 
つないで いる。 ナザレと いう キャ ンブの 人々 は、 
二千杆 もの 砂漠を 三月 かかっ て 歩いて 来たと いう。 
出発した時には三千人いたのが無亊たどリついた 
のは 千 人 だけ、 実に 三分の ニが 飢えと 疲労で 倒れ 
砂漠の 土と 化して しまった の だ。 ツアレグ 族の マ 
イガというおばあさんか 6 その括を聞いた時、国 
の 人口の 三分の | が 餓死した という ことの 悲慘さ 
が、 具体的 事実と しての しか かって 来た。 

マ V ガは 、四日 間 何も 食べて いないと いうのに、 
一言 も 愚痴を こぼさない し' ものを くれと も 首 わ 
ない。逆に、炎热にあぷ 6 れた顔の黒い瞳をうる 
ませて、 普の ように 羊を つぶして お前に ご馳走し 
て やれない のが 大変 悲しい という。 その 言葉を 聞 
ぃ|^、この老婆の驚くぺき心のゃさしさに触れ 
5然とした。マィガが窨ぃてくれたたどたどし 
い タマ シ ェック晤の別れの文は、今でもノー卜の 
片隅に 残つ てい 6 。 


厳しい 自然に 酎え て 生きる 強固 と、 人 
間と しての 暖か^ — W 明の 利器 一つない 荒野で 
索 唷 6 しい 文明 人に めぐ =^つた思いがした。 

ニュ|ギニアでは、ポー卜モレスビ|か 6 ゴロ 
力へ 飛んだ。 ゴロカ 两 辺では、 車の 前方に 大ブタ 
小ブタがやた 6 -0^没する。もしブタ3いた6 
ー目敗に逃げること、さもなけれぱあなたは叩き 
殺される と、 出発 前に カン タス 航空の 人に 言われ 
ていた。 現地人は それ 程ブタ を 大切に している。 
プタニ頭と五十ドルあれば嫁さんが貫えるといぅ。 
女たちは、同じ小舍でプタと寝起きしている。その 
現象だけを見て非文明的だといいきれるかどぅか。 

西部 山岳 地带 では 今でも ペニス ケー スーつ i 
している 種族が ある。 白人の 探検家 似を して 
1糸 « わぬ姿でつ£ロおぅとした 6 、たちま403| 
えられて送還されてしまつた。 

彼等に とつて ペニス ケース は タキシ |ドにち匹 
敵するものだったのだ。 

アフリカでもそぅだったが、ニューギニアの現 
地人たちは実に親切で人なつつこい*対等につき 
合えば 実に 気分の いい 連中 だ。 彼# は 彼等な りに 
長い 文化の 歴史- りを 持っ ている。 

人間味か 6 言った6いわゆる文明人よリも进か 
に ft かなので はなかろぅ か。 

荒麻した現在の日本の稍神風土を思ぅ時'いわ 
ゆる 未開人の 生き ざまの なかに こそ 我々 が 学ぶ ベ 
き 多くの ものが あるよぅ に 思われる。 
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ひ ツシつ 丨柬当 こ 7 て 持す 象 本 ニ货日 すろ いい 集れ 異た 等す 要 
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を にくがに や あ 当 こ 流る い 3 械 かるん め コタ だて の ぼき， れ 者る 
灰' どつ う ¥ くるの そとに の一 たでを のの な 昨て ンンけ も 勿 だてく たぜ たど あこ こ 
5 ん かご 裏 あい 時のに とかつ のは 私と も 超 今い ピク の' 論かん にい ひ 某う つ とれ 
| なめめ ■らは 流 時し らもに た、 はこ 、機の るユ のこ 少 、らか だ。 と大 いかな は 
漂杜 ばいは わ 五で々 て わしは ろな 所ろ な械 よと 丨 一とな そ、 らけ たも 学う いの ノ 
$ 会 乂 て 逢れ、 なの いれれ、 うせ 有は るが うか タ つで くん マ そ 見し' の亊 さだス 
正 変 念い つ 表 六く 時るな な 私 かそし 嗤ほ あな‘ 丨 で 一とな ィ うせ かご 学 かれが 卜 
確化拷 るた 面 年 j 流 かいいの。 のても どる 一 f にあ > も機ッ 思て に秘 生と て 、ラ 
，- 、 .ュ+ 化 前任 とら 私。 侪 大な隐 人の 寸念 よる^ ■私 械タ いく あ an こい 閉じ ダ 
しの' •思 だ自 なき 学い し 悄な先 § る s § 自 は。 こだる の 迫う ロつ ム 
た社ヒ わ。 身ぜ敗 生の も だら は 身 あ ん さは 予ら とすは ス 
に 会 2 れ のから はでな ろ、 闇 1115 はる でい ず 言れ、 る 私の 

すの 芨る ナ とす 、あくう その pi な G 所は 三し で 機た 某の 自予 

ぎ 深 ひも マい 文 そる、 がれ 世 卜 溢 ど 4 有ず 時 す械 。月で 身 言 

n ? 彡 S n 筌 、の 三は 想 ばに | ん 1 1 中 S ® ひ f てな も 隐見 日 るし 秘 

るな が s さ 的 現 心 ニ、. 念、 空 妄 な p か。 ¥ 開そ泛 ない ね させ 、。ば 密 
のの 起 3 え 深 在 理萑し を あ 貴 想 mg リ実 $ 発か^; い。 ば なて 拙 しに 

•ょ—， か盂つ 连ま任 を 宝 5 た 除 g をに くと と ら いい 宅 ば閲 

よ 取は ヘリ か い な もく に $ す巨ズ いい れ でた を* 予係 

う 9 本 る 時 あ だ 機つな そ、 す大 7 うつ た 、だ 訪 言す 


lill 


Q う 象を をな のす. でら けた 3 ら覲の 生 丨性ロ えどの 紀を すみ 動の を こ 近 性 
考 科の 手つ わ 世へ そ 達うて は 能 そ 察 だ涯い ルを ッ いなを 滅に 未い まか だ 近 おれ 代の 
あえ 学 来に いちのても しそ 分かな の！ IU 1 の わな 分 パい く '亡 お 来て で すれ 代 ことのせ 
るら の 来い や 法す 人 そての 析リの 成の し 運ば 透析の かもは' けに、 知 そよ のな 同夜い 
れ本 はれし 則へ 間 もい 病す ので 人 あか 命 生 撤し誕 えなな 原る 向 世 悉のリ 夜つ じ 明ら 
る 質 正れ て 性ての 科る 歴る赤 あ 後る しとれ し' 生れい は 子 ニ かの し 深 も 明た 手け し 
ほは 確 ぱいを を 社 学。 を こん リの 人' 死た た その ば。 だ煺 度つ 中て 層 深け の 法の い 
どまに' る さ 生 会と 'と坊 '運な こに ば K の 時' 大弾 のて をい 心く のでを 頃 ° 
'さ 予少 のぐ み' は あにの た 命ら れざ かで 後代 今 雑の 世展 不た理 '頃は 用に 思 

科し 言な で リだ物 2 るよ 手と を' はま リ 見の' 日 把 投界開 断 ° '近に ない 生う 

学く でく あだし 質 $ 程リ 相え 予生 ひまの ぬ 全 その に下大 すに そそ 代 生か てれに 

と予 きとつ すての ス 度、 を ば 言れ じで 赤い 歩 こ 世 だ' 戦る 生し の 社れ ろ、 た、 

予言る もて こい 自 < 予赤コ 、すたよ をん たみに に が 宇、 こ 成て 長 会た うそ ノお 

言な ° そ' とる 然‘ 言ん ンイる ばう 予坊 。かは つ '宙 独と し' 所を かかの スそ 
との れ ひに 根界 ^ で 坊ビギ こかに 言を ららな 子 開 裁に て そと 生ら。 神 卜ら 
はで にと' 本を g きの ユリと リ すす 見 終 まが 言 発 者よ いの 欠み こ 秘 ラく 

相 あ 関た その 含 念 る 成丨ス はの ぐるて 末れ る での ヒリく 聪陥だ そ 的 ダ 四 

反リ 連び の もめ $ と 人 夕で じ 赤れ よ、 まる 近 き始ッ 、そ識 をし' なム百 

し、 し $ 全 のて；^ こ後丨 はつん たう そ で 全 代 たま 卜 ニのに す、 後 大ス年 

な ふ た g 精 、、 f ろに に 生さ坊 人な の を可ヨ と リラ 十 原 もみつ の 予も前 

いつ 現， 力す こ 今 ま 患 かれい か 間 も 全 ク能丨 いな 丨世理 とずき 世 言' の 


異常 事態が 来る とこれ だけに 減る 

I I タンパク質 ^ ■脂肪 、 丨 状 8 ' 



视 本市龙 ん あき 第 生 あのと にと な 带水ズ て つてた の れせ極 きれ あ あ 
自主 エをエ 変い か 四に 産ろ 食し す 在つ るに 補 レい 日た、 不た 北、 ば 地 現れて リ 気る 
給 栽 場 安笼調 だせ 周 輪は う楸 てべ 結て 変 給に た 本 肉 幸め 部 順、 の 在る い、 候 か 
串を へ 楽 化 度 にらを 出を 3 自 、てし 台 台 わによ がは 親な で アぐそ 寒の もる た带ど 
を 根 吸 死 だを 、れ海 能 低世铪 このて 風風リ 役つ、 乂 を 地、 フリ の冷異 のの まのう 
高絶収 へけ 增食 てに 力 下界 率れ 旱拈 の災や 立て そ 千 切の た リに南 化 常で でた 変 か 
めやす 追で 大播 いかを さ 共を か魃死 水害す つ 絶の 年 リ 性 まカ饩 縁に 氕は あま 動 
よしる い 立 さを る こ 失せ 通 破らのに がはくて た* ら 捨民 たの 候に 行 象なる ァは 
うし 体 や 国せ 输 H まいる の 壊 数 周つ 絶滅な きれ S い てが ま砂带 あきはい かフ 、 
とよ 質つ すて 出 本れ、 こ试的 年期な たるつ たるな、 て 不北澳 去る 着ぶ 3 らリ地 
いうに てるきし に 、輪と 候な 間が がれ かて 台 方 水® 南 毛 側が 赤 極く；！； 、力 球 

うと 変 、態た て住氕 人に 带 との® るる も 、風向 分 葦 へのに 南 道 前。 g 日が 全 

の 拍容農 度 。くん H 国な 変 こ 早な こしめ はへの 原 と 地 悪へ に 線 北 含 本 悪 体 

は 車し 村を れで 変に リ 動ろ 害る とれつ' 進 供の 落に い 移 向带铌 が 化に 
かを' か 決 てウ動 fe' はまは- はなた そん 給 ミ ち 急 も 動つ はの f その 進 

け かそら め い ツに落 食、 で、 九 'いに のでは ズ の 変の して 南 寒： れ 先ん 

声け のの た る カクし 播 す. 低 お 七 そが 来 発い こ ホ びし がて ずへ 気 に 取で 

ばてた 労 日 国 リツて 幢へ下 そ 五 の、 て 生る のの るた 隣 きら 押 同；^ 無り い 

かいめ 脚本 はし シい 出て さら 年 ま 農く 源 3 ' パ顷 こ 故 接た さしが g 緣 をる 

リ るに 力は たて：！ く 国の せく を ま 座れが a 候と と郷 しのれ 下 張 1 | でさ も 

で •はを、 んいン ° は 地る 日中 旱 物な 商 場带な に をても るげ リ $ 逃せの 

、皮 農 都 農 だるを 次ので 本心 « にく 压の のつ な 拾い そ。 ら 出*-、 I? らで 
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悔 あの そ 、き 困 頼 と 、リ合 こよ 宅 もに 売の た。 と、 食そ自 くい や 。で 保は はて 
のち 人の 数な 雔今 でい ソは効 メ へいと リ とだ。 も權こ 分らて る のに 利 最大 
ゾあ悪 ま 後な 日 農 血ら や 縁 か ^ すかて けと 世し ニい 農 食 も擊、 反る に まの 
をリ あでの る 本 村 の 日イの あ’ ゆら 役；^ ぱ界て 度く 務う 買を さ 、の もで 降 
か 、が あ 、 。の 破 つ 本ギ； p るズ •と 患目ゾ かの 日 とら 長 分つ こし 生が、 食り 
むな きつ わ 農 壊 なが リ なほ 气リん を ヽ 8 リ飢本 大で官 をて う あ 産 最こ糧 や 
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日ず ダ々 か、 祖か 世に た 
本に プ 的え 今の む界よ ： 
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日本人が 盥 かな 生活に ひた リ きつて いると き、 
いくら 食物が なくなる 心配を 叫んでも、 いままで 
ほとんど 効采が なかっ たけれ ども、 生活の 基盤の 
ひとつで ある 石油が、 ごくた あい もな く擗铪 を 乱 
され、 それに つれて 日常生活に 大変 動が 起こる こ 
とを 身を もつ て体驗 させられた あとは、 さすがに 食 
播 の / & 3 出て きたら、 石油 どころではないたい へ 
んなこ とになる ぞ 、という 感^^ 一般化し てきた 
□I マ クラブの 警告 や 人口 会 鎌の 決 嫌な どのせ 
いか、人が食报 /& 機を猫ずるとき、それの犋 * を 
人ロ增加と結びつける傾向がある.' 

だから その 麁 嫌は 二十 年 も 先に 出て くる 話と し 
て # 近 かなものと なし 得ないで、 まだまだ 大丈夫 
なの だと 安心し ようとす る* 

日本よ リも 5 ^ 候の 変 # を 先取 リ している アフリ 
カ諸 1 を見たまえ：あの [|] ぐにの人ロ增加はそれ 
こそ 爆発的に 進行す ると されて いる 後進国 , H の も 
ののは ずで、 それ •たから こそ 紀元 ニ 千年には 七十 
庞 人の 地球人 ロになる と 計算され ている の だが、 
現実には どうか。 

土地から 水分を ぬきとられ、 砂说 化が 急速に 進 
んで 角へ る ものが なくなつ ていく と、 弱い もの、 
乳幼兒から小圯、老人という顒序でこの世から消 
えさせられ、 いまや --: ! 歲ま での 子供は ひと リも見 
当らない 地域 さえ も出现 しはじめた。 

人口 袖 加 どころ か、 ガタ滅 リが はじまつ ている 
の •た。 生存 ® 境に 変 興が 起こる とき、 それを 先取 
リ したと ころから 顒に 人口 減少が はじまる のが ® 
§>>ぁって、今のままでどんどん人 0 がふぇ統け、 
全体が ギリ ギリまで 遒ん だと ころで ガタツ と 破：？ 
をむ かえると いうよう な ものの 考え方を しては な 


時 * ぞも異 # 大発生とい0ていい" 

この人間を £ 最換算すると：億六千万トンにな 
る。 自然 状 想で これ だけ ふえた 動物は かつて 一度 
もなかつ た ほどの 金で ある。 

この 人間が す •へて 殺 類を 幾へ て 生きる 動物で あ 
るのなら、無水物換算で七璐卜ンの穀類があれぱ 
生きて いける。 現在 地球上では 十億 トン 余の 栽 類 
を主とした典業生産物が棰れているから、まだか 
なリ ゆと リが あるよう に 見られる* 

とこ ro¥J、 人間は まずい 雲を 食べたい とは 思わ 
ず、 おいしい 肉類を よリ 多く^ ■へようと 顆望 する。 
そのために重量にして七«トンもの家畜を飼育す 
るよう になつ た* 

このうち には、 もちろん 人間が 直接 與ぺる こと 
のでき ない 牧草な どを 食へ て、 たとえ 効 串が わる 
くても人間のロにはいるうまい食物に変わる家畜 
も あるけれ ども、 文明国で 飼う ブタ のように、 人 
間 用と して 活用で きる 雑 殺を ぺラポ ウに矣 へる も 
のが ある。 

この家畜を人間に換算するとニ十值人分くらい 
になる。 つまりい ま 地球上には 人間の 意志で 勝手 
に 歲へさ している ものを 加える と、 人間が 五十 七 
值人 ぱかリ 生きて いる 勘定になる わけ だ。 

人口が 六十®' 七十® になつ たら 破局と いうの 
は、 じつは 何十 年 も 先の ことでは な < て 、現在が 
もう その 段階に なつて いる。 

日本の プタが 歲 へて いる 維穀 は、 アフリカの 住 
ソ、 かれらは 娥死 しないで も 
アフリカ 住民の 死を 日本人 
は逮いところの無関係なできごととして気にもせ 
ず' 自分のと ころでは 少なくとも 当分は そうなら 
ない ものと 信. している が' かれらの 我へ るべき も 
のを 取リ -H^b T ' 自分の ブタ にやつ てし まつて い 
ると もい える わけ だから、 われわれの 目の前では 
食物が 奪われ、 餓死 させられて いるの が 見えない 
だけのこと1、、知らん顗をしー*いられるな 6 ば、 


人類は 自然に 還れ 

丹 波哲郎 



『ノス 卜 ラダ ムスの 大 予言 J の 映画化に つ 
いて、 昨年、 田 中 友幸ブ □デュ— サ— から 話 
が * つたと き' 私は 双手を あげて # 成した。 

* 絶対に 映画化す •へき だ、 もし ' 」れ が 大ヒッ 
卜したなら 、あなたの 肖像が 各国の 货幣 にな 
リ ますよ •と、 冗肤 とも 本気と もつ かず 首つ 
たこと を 憶えて いる。 なぜなら、 現在の 日本 
の 高度 経済成長から 起こっ ている 種々 の 公害 
問«、そこから起こる異常現象、さらには、 
過密した人ロ問«、そして、それらは当然、 
食椹危嫌へと結ぴつ « 、今や日本が世界に先 
がけ、 真っ 先に 人類の 破局へ と 向っ てころ が 
リ 落ちて いるから である。 

今日、 東宝が、 この 作品を とリ あげ、 映画 
化した ことは、 人類 滅亡を 救う という 一つの 
警鐘と して、 日本 ばか リで はなく、 世界的に 
意義があることだと £ く價じている。このこ 
とは 我々' 映画 人と しても、 今まで 世話にな 
つてき た 日本、 ならびに 社会に 対し 少しで も 
貢献で きたら 本 5T たし、 また、 できる と 確 倍 

私自身、 子供の 頃から • | 九九 九 年 七の 
月 空から 恐怖の 大王が 降っ てく る •という 
ノス卜ラダムスの予 .? を何かで知って'大変 
興味を 持つ ていた。 しかし、 それが ある 
かは 判然とし なかつ た。 それが 現在、 水爆で 
あると も、 世界 ミサイル 戦争で あると も、 さ 
ら には 公 ¥ あると も 首 われて いるが、 各界 
の 学者の 説に よれば この 一九 九九 年の 二十 五 


年後を 待たず して 日本は、 滅亡す る 可能性が 
充分に 秘められて いると いう。 日本の 経済 機 
檐から 見れば、 農地が 四 〇％、 保有 食 描が 一 
年分、 大部分が 海外からの 输人 農産物に 頼つ 
ている のが 現状と されて いる 今日、 それらの 
输入食 格が 公害に よる 異常気象な どに よつ て 
停止した 場合、 食播 危機が 起こ リ 、遂には 予 
首とは 関係な く、 日本は 十 年、 十五 年後、 そ 
れよリ もつ と 早い 時期に パニック 状態が 起 
こる かも 知れない。 今、 この 映画が 封 切ら 
れる という ことは、 大 へん 幸いな ことで ある。 
というの も、 このまま、 十 年' 十五 年と 経つ 
てし まつてから ではもう 遅い。 もうどうに も 
止めよう がない からで ある。 しかし、 現時点 
でなら ば、 少しで も ストップ する ことが 出来 
るか も 知れない。 たとえ ストップ 出来なくて 
も、 何 かしら ブ レ— キを かけ、 あと 二十 五 年 
で 滅び 去る という 人類の 寿命を、 五 〇 年、 百 
年 先へ と §せ るので はない か。 

いずれにしても、 このように 人類が 過密 状 
雄に なつて いつたの では、 人類の 幸福が 広げ 
られ ると いう ことは 先行き 望み jtv ある。 そ 
れな らぱ 、一日で も、 二日で も、 先へ 先へ と 
人類の 滅亡を 押し やリ ながら、 滅亡な どと 言 
われていることに対し、大手を広げて |1 止し 
少しで も 自然に 還りながら、 生きて いると い 
う C とへの 幸福® を 味わいたい もの だ。 少な 
くと も 我々 の 一人一人が そういう 努力を しよ 
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現実と しての 異常気象 



日本から 見る と、 地球の ちょう ど 反対側に あ 
たる チリの サンチャゴでは 今年 【一九 七 四】 の 
はじめの 四十 五日 間に 七 五八. ニ ミリの 雨が 降 
つた。サンチャゴの年降水曇は五ー四ミリ、！ 
月 および 二月の 月 降水* は それぞれ 九 〇 ミリ だ 
から、 この 雨が この 地域と しては きわめて 稀な 
現象で ある ことが わかる。 四十 五日 間の 最後の 
九日 間には 実に 四 六 ニ ミリ も 降つ たので ある。 

I 九 六 九 年の 九月から 十月に かけて、 北 アフ 
‘. |1 断拉 ||'] に强い ||.] が防リ' 
この 時は □1 マ 時代に つ<ら れた 石の 描が 流さ 
れた •だから およそ ニ 千年ぶ リの 大雨と いう こ 
とになる。 死者 六 百、 百万 頭 以上の 牛、 羊、 ラ 
クダが 流され、 一万 本の オリ ーブが 水に つかつ 
た •この 翌年、 五月から 六月に かけて は ル— マ 
ニアを 中心として 大洪 水が あリ 、これらは 現代 
の ノアの 洪水と 言われた。 

一九 六 三年： 月の 世界的な 異常気象のと きは、 
ポ— ランドの ワルシャワで 月 平均铽 溫 が 平年よ 
リ十度 も 低く、 反対に カム チャ ツカ 北部では 十 
ニ 度 も 高くな つた。 今年のは じめ 南棰大 陸の 中 
央に ある ボス トク 基地では マイナス 十八 度に な 
つたが'この場所のー月平均気溫はマイナスー .-". 
十二 度、 し 3 つて 平年ょ リ 十四 度 も 高い 高？ J が 
tt iM された。 また 南 ffi 大陡の 沿 摩 部の エン ダビ 
I ランドでは or しころ プラス 十七 I 八 度と いう 
离温を観渊した。今までの沿3&部における高溫 
の 記 錄 ブラス 九. 五 度を はるかに 上回る。 

好^-- 111: 界^: 地に 起こ，'-- い... 

常 ^ 象の 例を あげる ことは 容易で あるが、 その 
待 炫は興 常 ^ 块の定 我で いう 三 o 年に！ 回 以下 
の 稀な 現象と いう、 一応の 定我 をはる かに 越え 
て、 何百 年、 何千 年' ものに よつ ては 何 万年に 一 
度と いう 稀 Igki して 起こつ ている こ AJV ある。 

中困の研究者達のょぅに、このょぅな異常の 
起こる ことが、 むしろ 気候の 常 想で * ると いう 
見方もぁる。しかしこれは病试をするのが、人 


私は 最近に おける 異常気象は、 気候が 変わり 
めに 来て いる ことの、 一つの 現われで あると 思 
ぅ。 あるいは 反対に 異常気象を 伴いながら、 気 
候は 变 ってい くものと 考える のがよ いの かもし 
れな い。 

前世紀の 終わ リから 、今世紀の 五 〇 年代に か 
けて、我われは « 候的にみると、きわめて溫暖 
な 時代に 生れた。 この 時期を 十六 世紀 以来 つづ 
いた 小水 期が 終わっ た あとの 後 小水 期と 考える 
人 もい る。 この 患 まれた 条件 下で 人口は 增 え' 
產黎は 盛んにな リ 、食權 は 增灌 された。 

この 溫 暖な 時代 も、 一九 五 o 年代に なって 世 
界の 寒冷 化が 明瞭になる につれ 不明嘹 とな リ、 
以後 候の 遷移 期間に 人る ことになる® そして 
六 〇 年代の 後半 頃から' 全 球 的な 地球の 寒冷 期 
が 明暸 にな リはじ めた。 

温 瞍 期' 寒冷 期 および 遷移 期を それぞれ A 、 
B 、 C とすると、 C の 期間は A 、 B 両方の 性質 
が 共存す る 時期に あたる。 A の レヴ H ルから み 
ると 非常に 稀な 状態 も、 B の レヴ H ルから みる 
限 リ至振 あたり 前の ことになる。 何千 年に一度 


J いう 稀な 現 4 
'、そうな の-! 


なら、 ごく 普通の 状態と なる。 

巽常 /.- -<象が目立つていることは、したがつて、 
われわれ をと リ卷く 気候 条件が 新しい 体制に 人 
リ つつ ある ことを 意味して いる。 それは 今まで 
のよぅに 患 まれた 環境では なく' 自然 条件と し 
ては、 過酷な ものである。 中国の 人達が い ラの 
はこの よ* 化の ある ことを 常態と 見越して、 
自力 更生に よつ て增 産に はげむ といぅ ことで あ 



大 混乱の 都市から 脱出し ようと， 高速道路は 殺到す る 
車で 身動き もで きない。 1 台が 火を 吹く と， 動く ガソ 
リン タンクは 連鎖 的に 爆発を 起こした。 高速道路は 火 
の 帯と なって 東京を 包む。 



成層圏で 続発した S ST の 事故。 そのため， 地球を 覆 
つていた オゾン 蒂が 破壤 された。 強烈な 太陽の 紫外線 
は 地表を 直射， 動物は 灼けた だれ， 氷山は 溶け， 海洋 



ラ た 打 ラち ッ かの で 方督田 こを な滅規 ば 皆 今な やが と転自 残 得 やト険 
ダ こ 。ち ンてフ つよ 映 あ々 '中以 ときな 亡 制 もな 殺 こる ネ半 自換然 わるた 経ッ状 
ムの 込と い •たう 圆 るに 脚 友 上を たいを をし らし そと ザ 年 ft 期の が ° 名 •験 プ態 
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火な 問 舛と热 '槌て イの田 末ない m マせ が。 文た じのは 人し も 経 が 苗よ る 

予人 の 田く 心 新？ も ド 八 中の けたし にな パ 明ち 恐群大 川 丨 か' 済 精に い 

言た こ監 にさ 柄 ^ を 丨主収 寒れ めて 映かッ やは か落繁 がか 今 成 神す ので 

l ■ち わ督ギ にの が $ 使利プ いばのい 画つ タ 技掖 さに 茂' つや k 的る では 

はに いの サ 小 つ ^ 用 雄 □日な 具る をた や 術 尚を おす 除て m ' に 方は 四 

私よ よ 眼ギさ 夜く 言 しさ デ のら 体 私 つら 雑 か条 繰き る 草い 的 都 も 向な こ 
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入ト れに ン满タ など しの 監の の 亡 死 類 己 れ を、 くキ落 ft の、 きし 嫌ス 
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たくた き 紫 人 。もと ソ笔亊 有 森 かこ 質 破く のン もる® つ •環 過 さや もれし p ベて 
いてめ 、立 間 つき ポ でに のとつ にを 局ら 死 ス大、 I : て 期 境 去で 美の るて h て 、 
。新に 日 地の と 、タあ 緑 文 共て は 変 はれに が 置-山 、症 破の あしは。、 ^ の 単 
し '本' 本 も 日 ミつ の化存 'あえ 訪る 方く 死 番の多 状 壊 経る さ 単 人生 f 人な 

い ぜ人大 質 自本 ァた自 をし 銷ら るれ とのず す 競 例い はに 験と だな 問き# 間る 
'ひが 都 的 然の ' 。然 きて 守 ゆ ほる き オれる 争を と 下よ か' ける にる 卜が 見 

問 多 、市 共 と古エ 砂と ず ニの る どかに ンた 。力 見き 克 るら 植でス もこ ¥ 、せ 

遠く 人 '存 共 都ジ漢 共い 千 森死自 、も パと しのる に 上 生 信 物は ぺ つと ^ そ 物 
いの 類 新 古 茌奈プ 化 存て年 やに 然 が' レき か 強まは で 物 じ 屋なク との 去れ 映 

の 方が 都を し良ト ししき 来屋方 環一 で I にもいで 一 あ 社て でく タも幸 € ぞ画 
な々 健 市 失 た ' 'たてた こ 敷が 境番は ドは 、もも 万る 会い あ 、ク深 福?? れで 

いが 全づい &京ァ 西き 日の 林 一が 問 どで 森 生の な 数。 のる る 人 ルい を 2 のな 
生 こに く 、 S 都 テ 欧た本 か、 度 破 題の あ 林 物が く 千 --破。 に 四や感 し， 立く 
きの 明り 破 $ ' ネの 世人ぎ 裏に 壊に よるに 社较 '本本 滅 もで 人 動み^; 場、 

を 画を 現し £ 含く 明た' れ のきれ つに こを とに 番大 銳プ かリ 、与み？） 能 代 

考を生 状つ f はら. のぐ もた ふ 出た たしのと 環 親 成 木 光 ロ わ、 自 えと i 力に 

え 見き をく し 今へ 中い つ 島る すと 。て 映る 境 子 張が 道 セ ら人 然て教 I に 生 

てての 見し て 日て 心なと 国 さ： き 環 人 画との とつ 枯路ス ず 間の くえ 艺応き 

戴、 ぴ るた いま 見地い もで と 、境 類が 大パ もてれ にの 私く 変れ て 3 じる 


£ 

人類は 滅亡す るか 

植物 社会学 者 



たしか 昨年の 十一月 頃、 東宝の 田 中収プ □デ 
ユ—サ |から突然の電話を受けた。「あなたは 
植物 社会の 破たん について 研究して いるそう だ 
が、 人類 も 滅亡す ると 思う か。 滅亡す ると すれ 
ば どのような 滅亡の しかたを する か。 ぜひ 一 夜 
教えて 欲しい」。 私は この 程度の 自然破壊 や 公 
害で 三十 七 億の 世界の 人類 も、 一億 数千 万人の 
日本人 も' すぐに 絶滅す る ことは ない。 しかし、 
このまま 人間が 彼等の せつな 的 欲望 や 機能的 便 
利 さ だけを 追つ て' 自然の 多栋 性を 画： 化し、 
貧 化したなら 、すべての 生き ものは 生命力 や 抵 
抗 力を 失い、 ほんのわず かな 自然の わリも どし 
によ っても 局地的 大 量 死は 近い将来に ある。 す 
でに 新しい 技術と 莫大な 資金を 集中 投資して 〇 
くつた、 本来 もつ とも 快逋に 生活が できる はず 
の柬京 湾 ぞい、 大阪湾 ぞいでは 数千 年来の 人間 
の 共存 者で * つた モミ ノ キもア カマ ツも 、ホ タ 
ル •ケン ゴロ ウもあ つと いう 間に 消滅して いる。 

ft 近の 公害 や 自然破壊は 実は 三百 万年 この 方 
の 自然と 対決し、 じ やま ものは 皆殺しに して' 
たとえせ つな SV も 人 問 •たけが よリ よい 生活を 
しようとした自然との対決思想から、自分が» 
全に 生きの びる ためには、 いやな 奴と も 我まん 
しながら 共存し なければ ならない。 対決から 共 
存への寐雄の変革を、私たちに強要している。 

我々 は 人 問の 技術を 過 倍して はならない。 死 
んだ 材料 や H ネル ギ—を 変形しての 工場 製品 づ 
<リ 、堪 子播弾 から 大都市 や 医療 器具まで、 大 
S. 画： 生 鹿は 新しい 技術 や 文明を つく リ ■たす 
ことができる。 また、 時 問を ス卜 ップ した 現在 
の 我々 の あらゆる 欲望を M 足させて くれる とこ 
ろまで 進んで きている かも 知れない。 しかし、 
今日 も 明 H も 健全に 生きの びる ことの 保証に つ 
いては 今日の 科学 も 医学 も あま リに もま だ 不十 
分で ある。 世界中の 金と 科学. 技術を 全部 集め 
てち、 人間は まだ 一本の 維 萆も 一匹の 虫 ケラも 


死んだ ものを 生き かえらす ことは できない。 世 
界 中の 金と 医者を 全部 集めても 三〇数 億 人の 人 
間の 中の たつた 一人 も 千年は おろか 五 百年 生か 
す こと もで き ない。 

このような 生命の 冷雎な 事実が、 とも すれば 
目 さきの * やしい 欲望 や 打算に 目が くらみ、 誰 
ー人として、死の瞬間まで、どれほど公害がひ 
どくな ろうと も 木の 緑の 自然が 消滅す るまで、 
まさか 自分が 死ぬ るとは 思つ ていない。 

しかし、 庭の 維 草 群落で も 異常発生した パッ 
夕の 大群で も 生物 社会では 三 0 数億年の 生命の 
咕 セが 义 スた 1--. 態 7- 的なれ然コン卜ロールによ 
つて 袖 族の 滅亡を 防ごうと する。 それは 局地的 
な大 s 死で ある。 自然界では、 す •へての 生物 社 
会は敢 適 条件を こえて、 せつな 的な 最高 条件に 
達する とき、 いや、 そのは るか 前で 大量 死と いう 
大公害作載によつで毽族の滅亡をのがれる。 

田舎の きびしい 環境に 育つ た 私は、 子供の 頃 
「路まれても忍ぺ道の草」という錄を机の前に 
貼つ ていた* しかし、 ニ 〇 年間の 植物 社会、 雑 
萆 群落と 環境に ついての 調 在 結果から 確実に い 
える ことは、 路上 や グラウンド 上の オオパ n 群 
落は、 ある 程度 人に 踏まれて いるき びし い 条件 
が、 よリ 競走 力の 強い 路傍の チ ガヤ や ブタ クサ 
に その 生育 場を 授 されない 最適 条件な ので あ 
る。 

す •へての 生物 も、 生物 社会 も その 生長. 発展 
の进 程は S 字 状 力— ブを つくる。 個人の 生長 も 
畑の 雄 革 群落 も 第二次大戦 後の 日本の 社会 も、 
はじめの 間は ゆるやかに しか 生長し ない、 ある 
いはしな かつた* しかし、 ある 程度 周囲の 条件 
がと とのうと 急速な 量的 発展を とげる。 一 〇 代 
ニ 〇 代の 若者 や 昭和 三 ◦年代から 最近までの 日 
本の 経済成長の ように/四 〇 代、 五 〇 代の 人 
間が さらに 量的 成長を すると すれば 肥大 成畏し 
かなく、 体缉 かふえ て、 ふと リ すぎて 生命の 危 
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ノストラダムスと 

その 著書 「諸 世紀」 


教育を 受けた のは モンペリエ 大学で、 子供の ころから 神童の ほまれが 高く、 この 大学で 
でも 開校 以来の 天才と いわれた。 

彼の 住んで いた サロンと いう 町には 当時 •へ ストが 大 流行し、 ノストラダムスの 妻 ア ドリ 
エッ トと 二人の 爱児も その 悪疫の 犠牲と なつた。 その シヨ ックも あつて 医師と しての 彼は 
•ヘス 卜の 治療に 全力を 傾け、 見亊 この 疫病を 全滅した。 その 時、 「やがて このような 治療法 
は パス ツ— ルに よつ て 平常の ものになる であろう」 と 語つ たとい われる が、 その 言葉 ど お 
リ 三百 年後 バス ツー ルの 出現と ともに それは 実現した。 

ノストラダムスが 死後 四百 年 以上 も 経つ 今日で も 有名な のは、 医師と しての 業 嫌よ リも 
「大 予言者」 としての 方で ある。 

サロンの町での予言があまリにも的中するために、その名前はついに宫中にまで聞え、 
当時の 国王 アンリ— 二世に 召し出されて 数年の 宫延 生活を 送る ようになる が' 晩年は ふた 
たび サロンの 町で 過して いる。 

そして 彼が 生前に、 自分で 書いた 唯一の 著 害が 「諸 世紀」 である。 各 章 おのおの 百篇 ずつ 
の 四 行 詩に よる 十二 巻の 構成 だが、 木版で 二百 部し か 印刷され なかつ たせい か、 現存して 
いるのは ニ 冊、 しかも ニ 冊と も $千 二百— るべき 答の 四 行 詩が 五百篇 ほど 紛失して いる。 

この 「諸 世紀」 に 収められた 現存 七百篇 の 四 行 i ほとんど 百％ 的中して いると いう 大 
予言な ので ある。 

文柰 ゲ—テ は、 その あま リの 的中に 麻き 「ファ ウス 卜」 を 害いた といわれ、 事実、 名作 
「フ アウ スト」 の 中に も” それ 脱け 出せ、 広く 開かれた 世界へ、 ここに 神秘に みちた 本が 
ある。 ノス 卜 ラダ ムスが 手ず から 誌した' かの侓 大 なる 本 だ。 おまえの、 これからの 案内 
役と しては、 この 本が 一冊 あれば 十分では ないか,, と 害いて いる。 

ノス 卜 ラダ ムスの 「諸 世紀」 の 研究は 日本よりも 外 盛んで、 数多くの 科学者が 現在 
も 全世界で その 研究を 統け ている。 

一九 九九の 年 七の 月 

空から 恐怖の 大王が 降つ てく るだろう 

アンゴルモアの 大王を 復活させる ために 

その 前後の 期間 マルスは 幸福の 名の もとに 支配す るだろう 

人蠢 亡の 予言と いわれる この 四 行 詩は' 「諸 世紀」 の 第一 ◦聿第 七 I 一篇 に 収められて いる。 





ものがたり 

朿 京の 街 中に ある、 西 山琛境 研究所。 i:li 
を指撺 して、 大気汚染の 分析に とリ くんで いる。 そこへ、 夢の 島に へんな 
動物 発生/の 報ら せが あリ部 屋 をと ぴ出 した。 現場では 自衛隊 貝が 出動し 
火炤 放射 器に よる 大規模な 焼 打ち 作戦が 進行して いた。 

「キャッ IN .こ問行の娘まリ子の恐怖の声でー同がその3!^みたものは、 
長さ 三十 櫬も ある 無気味な 大ナ メクジ であつ た。 

その 夜、 大ナ メクジ 発生の 原因に ついて、 良玄 は、 我々 の 食物の 中に 使 
用され ている 逛白質 防 瓶 剤 AF 2 が釤響 している かも 知れない。 また 「火 
気 中には 既に 五 千万 トン もの 汚染物質が 充满 している。 これが 限界に 達し 
何 かが 引金と なつて、 どつ と 降 リ茁 ちる 系 だつ て 考えられな くは ない、 そ 
うなる と、 來 京は、 いや、 B 本 中が アフリカの 砂澳 のように 死にた えてし 
まう …… j と 商 度 成长 経済の 遣 産で ある 公害の 深刻 さを 説く- 

良玄の 企業に 対する 容敉 ない 公害 摘発の® 度に 対しての 報復 も f つた。 
所貝のなかには企衆俩の卑劣な脅迫に酎え$れず'研究所をさるものもあ 
らわれてきた。エ場排水の採取も企窠内労組貝達の妨客で困 «| になつてき 
^ •しかしこのまま自然破壊や大 « 汚染が進めば、異常 ^ 象の原因ともな 
リ '早 «& や 冷害、 洪水を 招き 人口 增加に 伴う 深刻な 食播 危機と なる。 地球 
破滅、 人類 滅亡の 日は ノストラダムスの 予言 通リ 確実に 近い将来 現実の も 
のとなる/良 玄は 学者の 立場から、 精力 的に そのこと を 訴え 絞け た。 

良玄の娘まリ子は、報进キヤメラマンの中川と将来を»い合つていた* 
中 川の 故 «は豊かな漁村で父はその漁»の組合長として平和な * しが«い 
ていたが、 ある 日 突然 典 来した 茶 描 色の ^ — 赤潮の発生はー夜にして豊 
かな 海の 資源を 全滅 させて しまつた •漁夫 逮は 怒リと 悲しみと 絶望の 中で 
自殺し ようとす る 者まで 現われ だした。 


【や 人間が i 
J 雑草と そ ( 


•の 被 

一つの 能力が 異常に 発達した 子供の 出現。 例えば 歩いて はいるの ■たが、 
物 雄い スピ— ドで 走る 子供。 ジャンプ 力の み 異常に 增 大した 女の子。 電子 
計算機に 劣らぬ 計算 能力を もつ 幼児 …… 等、 異常で 奇怪な 亊件や 現象が 日 
本 各地で 起リ 始めて いた。 閣僚の ひとり 開発 大臣は ノ ィロ— ゼが » じて 狂 
い 出して しまい、 自宅の 松の木の 上で 痴呆の よぅな 状 想になる あリ さまで 
* った • 

一方、 世界を 典ぅ 異常 ^ 象！ ^ 

エジプトの ピラ ミッ ドに 吹當が 舞い、 大洋が みるみる 氷結して 巨大 客船 
を 氷で と •さしてし まつた* 费稂 された スモ ッグは、 厚い 層雲と なリ 太陽光 






もた し れ言 たこ 識 特 リだ大 た 持て あ テ 類 

人ら 人娯か あば 映 こわと とま 別にけ 型 f い 撮スリ 水滅丨 人が f 
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、諸 世紀〃 とは、 ノストラダムスが 『この 中に 世界の 未 米が ぜんぶ ある j と、 n い 残した 予 h 集。 
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一流 センスで 選びぬ かれた 有名 ブティックが 新館に 大 登場/ 

世界のぉしゃれブティック 18 店 
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